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『
週
報
』
と
『
家
の
光
』
の

　
　
　
　
　
　

寄
贈
に
あ
た
り

筆
者　

田　

中　

裕　

行

は
じ
め
に

四
二
年
間
勤
め
た
神
戸
市
役
所
を
昨
春
、
退
職
し
、
長
年
の
懸
案
だ
っ

た
実
家
（
三
木
市
）
の
古
い
納
屋
の
収
納
品
の
片
付
け
を
行
っ
た
。
薄
暗

い
納
屋
の
中
に
は
昔
の
農
機
具
や
、
法
事
用
の
食
器
類
に
ま
じ
り
書
棚
が

あ
り
、
私
の
祖
父
（
庄
太
郎
）
が
読
ん
で
い
た
本
が
並
ん
で
い
た
。
そ
の

一
部
が
今
回
、
当
館
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
『
週
報
』
一
一
八
冊
（
昭

和
十
七
年
一
月
二
十
八
日
号
～
二
十
年
二
月
二
十
一
日
号
、
写
真
１
）
と

『
家
の
光
』
七
九
冊
（
昭
和
十
年
十
一
月
号
～
二
十
年
一
月
号
）
で
あ
る
。

前
者
は
戦
時
中
、
内
閣
情
報
局
が
毎
週
発
行
し
、
そ
の
時
々
の
国
際
情
勢

や
日
本
軍
の

戦
闘
状
況
、

内
政
の
課

題
、
新
制
度

な
ど
に
つ
い

て
記
さ
れ
た

約
三
〇
頁
の

小
冊
子
で
あ

る
。
一
冊
五

銭
だ
っ
た
。

後
者
は
産
業
組
合
中
央
会
（
現
：
農
業
協
同
組
合
）
が
発
行
す
る
約

二
三
〇
頁
の
月
刊
誌
で
、「
一
家
一
冊
万
能
雑
誌
」
と
呼
ば
れ
、
生
活
の
修

養
面
、
時
事
解
説
、
小
説
、
健
康
法
、
子
育
て
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た

る
総
合
雑
誌
で
あ
る
。
普
通
版
と
都
市
版
が
あ
り
寄
贈
品
は
都
市
版
で
あ

る
。
一
冊
二
〇
銭
だ
っ
た
。

戦
前
か
ら
戦
中
の
史
料
と
し
て
、
ま
と
ま
り
が
あ
る
出
版
物
な
の
で
ど

こ
か
に
寄
贈
し
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
以
前
、

私
が
仕
事
の
関
係
で
お
世
話
に
な
っ
た
大
国
正
美
館
長
か
ら
当
館
で
受
け

て
も
よ
い
と
の
お
話
を
い
だ
き
大
変
、
感
謝
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

史
料
館
だ
よ
り
で
本
史
料
を
紹
介
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
二
重
に

感
謝
を
し
て
い
る
。

一
、『
週
報
』
の
紹
介

週
報
の
記
事
の
中
で
、
特
に
国
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
と
思
わ
れ
る

「
常
会
の
頁
」
と
「
通
風
塔
」
を
取
り
出
し
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

１
「
常
会
の
頁
」

週
一
回
、
発
行
さ
れ
る
週
報
の
紙
上
で
、
月
一
回
定
期
的
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
の
が
「
常
会
の
頁
」
で
あ
る
。
常
会
は
、
集
落
単
位
で
全
所
帯
参

加
の
も
と
必
ず
毎
月
十
日
ま
で
に
開
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
政
府

と
し
て
、
そ
の
時
々
、
全
国
民
に
周
知
・
徹
底
し
た
い
方
針
や
取
組
内
容

が
「
常
会
の
頁
」
に
書
か
れ
て
い
る
。

◆
第
二
八
一
号
（
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）

大
東
亜
戦
争
完
遂　

翼
賛
選
挙
運
動

前
年
、
議
員
任
期
を
一
年
延
期
し
た
こ
と
を
受
け
、
四
月
三
十
日
に
衆

議
院
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
総
選
挙
を
機
会
に
大
東
亜
戦
争
完
遂
の
決

意
を
新
た
に
し
よ
う
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
戦
争
の
大
目
的
に
そ
っ
て
、

写真１　『週報』
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真
に
聖
業
を
す
る
人
材
を
議
会
に
動
員
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

戦
果
に
応
え
て
感
謝
貯
蓄

開
戦
し
た
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
に
八
八
億
円
だ
っ
た
郵
便
貯
金
が

翌
年
二
月
十
一
日
に
は
九
三
億
円
に
達
し
た
。
た
だ
、
そ
の
九
割
以
上
が

通
常
預
金
で
払
い
戻
し
の
容
易
な
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
運
動
で
は
戦
時

貯
蓄
に
ふ
さ
わ
し
い
定
額
貯
金
と
積
立
貯
金
を
、
一
戸
で
必
ず
一
口
は
預

け
て
い
た
だ
た
い
。

ヒ
マ
を
栽
培
し
て
奉
公
を

ヒ
マ
の
種
子
か
ら
採
れ
る
ひ
ま
し
油
は
発
動
機
を
動
か
し
、
プ
ロ
ペ
ラ

を
回
し
戦
車
を
走
ら
せ
る
の
に
必
要
な
高
級
潤
滑
油
で
あ
る
。
そ
の
必
要

量
は
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
の
一
五
分
の
一
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
輸

入
に
依
存
し
て
き
た
が
、
今
後
は
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
幸
い
、

全
国
各
地
で
栽
培
が
容
易
で
、
沢
山
の
実
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

庭
や
公
園
、
空
地
な
ど
で
積
極
的
に
栽
培
さ
れ
た
い
。
種
子
は
市
町
村
か

ら
部
落
会
、
隣
保
組
を
通
じ
て
配
布
す
る
。

◆
第
三
一
一
号
（
昭
和
十
七
年
九
月
二
十
七
日
）

軍
人
援
護
を
徹
底
的
に
強
化
し
よ
う

十
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
軍
人
援
護
強
化
運
動
を
実
施
す
る
。
①
常
会

で
「
銃
後
奉
公
の
誓
い
」
を
朗
唱
し
よ
う
。
②
戦
没
軍
人
、
出
征
軍
人
の

家
庭
を
訪
問
し
慰
問
の
挨
拶
を
。
③
出
征
軍
人
に
慰
問
袋
を
送
ろ
う
。
な

る
べ
く
食
料
品
は
避
け
新
聞
、
雑
誌
、
読
み
物
、
写
真
な
ど
が
好
ま
し
い
。

木
炭
の
増
産
と
消
費
節
約
を

極
寒
時
に
は
食
料
に
も
匹
敵
す
る
大
切
な
木
炭
を
事
欠
く
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ま
た
凍
傷
と
闘
い
な
が
ら
皇
国
の
守
り
に
つ
い
て
い
る
将
兵
を
思

い
、
ひ
と
か
け
ら
の
木
炭
も
粗
末
に
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

鉄
や
銅
を
供
出
し
よ
う

大
東
亜
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
大
量
の
鉄
や
銅
が
必
要
な
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
南
方
に
は
素
晴
ら
し
い
資
源
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
国

内
に
入
っ
て
く
る
ま
で
の
間
、
国
内
の
回
収
で
ま
か
な
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
町
内
会
、
隣
組
な
ど
を
通
じ
て
、
金
属
回
収
統
制
会
社
に
供
出
を
。

値
段
は
昨
年
と
同
様
。
軍
へ
献
納
さ
れ
る
場
合
も
、
同
会
社
で
受
け
る
。

◆
第
三
四
九
号
（
昭
和
十
八
年
六
月
二
十
三
日
）

決
戦
下
の
服
装
を
徹
底
し
よ
う

衣
類
は
新
調
せ
ず
、
す
べ
て
あ
り
合
わ
せ
で
済
ま
す
こ
と
。
や
む
を
え

ず
新
調
す
る
場
合
は
国
民
服
と
し
、
背
広
の
仕
立
て
は
や
め
る
こ
と
。
不

用
の
衣
類
は
隣
保
で
融
通
交
換
し
、
修
繕
や
作
り
替
え
を
す
る
こ
と
。

申
告
を
正
確
に
す
る
こ
と

配
給
の
申
告
に
人
数
を
増
や
し
た
り
、
二
重
に
申
告
す
る
の
は
最
も
悪

い
こ
と
で
あ
る
。
町
内
会
、
隣
組
で
は
間
違
っ
た
申
告
が
あ
れ
ば
、
直
ち

に
直
す
こ
と
。

食
料
の
非
常
増
産
に
邁
進
し
よ
う

①
不
耕
作
田
が
あ
れ
ば
部
落
の
共
同
作
業
で
、
水
稲
耕
作
を
や
り
遂
げ

る
こ
と
。
②
河
川
敷
、
公
園
、
緑
地
、
工
場
予
定
地
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
空

地
を
活
用
し
、
大
豆
、
蕎
麦
、
ア
ワ
な
ど
を
作
付
け
す
る
こ
と
。
③
果
樹

園
、
桑
畑
な
ど
に
大
豆
や
蕎
麦
の
間
作
を
行
う
こ
と
。

２
「
通
風
塔
」

週
報
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
、
毎
号
で
は
な
い
が
「
通
風
塔
」
と
い
う
欄
が

あ
る
。
こ
れ
は
今
で
い
う
「
読
者
の
声
」
で
、
そ
の
時
々
の
世
間
の
風
潮

に
対
す
る
意
見
が
書
か
れ
て
い
る
。
官
製
の
発
行
物
で
あ
る
の
で
軟
派
な

風
潮
に
対
す
る
批
判
意
見
が
多
い
が
、
戦
時
下
で
あ
っ
て
も
一
定
の
自
由
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が
許
容
さ
れ
、
規
制
が
緩
か
っ
た
面
も
感
じ
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
市
民
生
活
の
雰
囲
気
を
知
る
参
考
に
紹
介
し
た
い
。

「
真
心
こ
め
た
慰
問
袋
を
」（
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）

兵
隊
さ
ん
が
一
番
嬉
し
い
の
は
、
銃
後
の
我
々
が
送
る
慰
問
袋
だ
。
食

べ
物
や
慰
問
文
を
送
れ
ば
そ
の
役
割
は
果
た
せ
る
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ

う
が
、
真
の
慰
問
袋
は
自
分
の
手
で
作
り
真
心
を
込
め
た
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
百
貨
店
に
行
け
ば
出
来
上
が
っ
た
慰
問
袋
を
売
っ
て
い
る
。

手
間
が
省
け
る
と
い
う
の
で
買
う
。
た
と
え
品
物
は
買
う
と
し
て
も
作
っ

て
あ
る
慰
問
袋
を
買
う
の
は
謹
ん
で
ほ
し
い
。
作
っ
て
送
っ
て
こ
そ
戦
地

の
兵
隊
さ
ん
は
励
ま
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。�

（
東
京
都
、
男
性
）

「
経
済
事
犯
に
体
刑
を
」（
昭
和
十
七
年
四
月
八
日
）

統
制
経
済
事
犯
に
は
厳
罰
で
の
ぞ
む
と
当
局
は
言
明
し
た
が
、
闇
値
や

計
量
不
足
は
あ
と
を
絶
た
な
い
。
こ
れ
ら
の
悪
徳
商
人
に
は
罰
金
刑
く
ら

い
で
は
改
悛
し
な
い
。
罰
金
刑
は
覚
悟
の
上
で
の
犯
罪
と
思
わ
れ
る
。
罰

金
刑
に
体
刑
（
拘
束
刑
）
を
併
科
し
、
営
業
停
止
等
の
行
政
処
分
も
行
う

べ
き
で
あ
る
。�

（
神
奈
川
県
、
男
性
）

「
日
本
字
の
横
書
き
」（
昭
和
十
七
年
五
月
十
二
日
）

新
聞
紙
上
で
拝
見
す
る
と
、
日
本
字
を
横
書
き
す
る
場
合
は
、
左
よ
り

書
く
こ
と
に
決
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
週
報
は
い
ま
だ
右
か
ら
書
い
て
い
る
。

率
先
垂
範
す
べ
き
週
報
が
ど
う
し
て
左
書
き
に
し
な
い
の
か
。

「
米
の
配
給
量
」（
昭
和
十
七
年
七
月
八
日
）

米
の
配
給
量
は
府
県
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
三
重

県
で
は
成
人
一
人
一
日
三
合
に
対
し
、
和
歌
山
県
で
は
二
合
で
あ
る
。
そ

の
他
の
県
で
も
、
二
合
五
勺
か
ら
三
合
ま
で
配
給
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

乏
し
き
を
憂
え
ず
、
等
し
か
ら
ず
憂
う
だ
。
一
億
一
心
、
団
結
す
る
た
め

に
全
国
一
律
の
配
給
を
お
願
い
し
た
い
。�

（
和
歌
山
県
、
男
性
）

「
英
字
追
放
論
」（
昭
和
十
八
年
一
月
六
日
）

町
に
家
に
、
我
々
の
周
り
に
は
、
ロ
ー
マ
字
、
英
字
が
溢
れ
て
い
る
。

特
に
看
板
や
包
装
紙
に
甚
だ
し
い
。
大
東
亜
共
栄
圏
の
人
達
が
日
本
に
来

て
、
こ
れ
を
見
た
時
、
な
ん
と
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。
英
米
の
文
化
に
支
配

さ
れ
た
日
本
と
見
て
、
指
導
国
日
本
に
対
す
る
信
頼
が
薄
れ
る
の
で
な
い

か
。
町
か
ら
家
か
ら
、
ロ
ー
マ
字
、
英
字
を
追
放
し
、
本
来
の
日
本
文
字

を
使
用
し
よ
う
。�

（
神
奈
川
県
、
男
性
）

「
休
日
を
減
少
せ
よ
」（
昭
和
十
八
年
一
月
六
日
）

我
々
、
勤
め
人
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
休
日
を
取
り
す
ぎ
の
よ
う
に
思

う
。
戦
地
の
将
兵
に
申
し
分
け
が
な
い
。
決
戦
の
今
年
の
休
日
を
次
の
よ

う
に
提
案
し
た
い
。
①
日
曜
休
日
を
廃
止
し
、
十
日
、
二
十
日
、
月
末
日

を
休
日
と
し
、
各
五
の
日
を
半
日
勤
務
と
す
る
。
②
四
大
節
を
の
ぞ
く
祝

日
は
す
べ
て
勤
務
日
と
す
る
。�

（
愛
知
県
、
男
性
）

「
こ
れ
が
戦
う
国
の
首
都
か
」（
昭
和
十
八
年
一
月
十
三
日
）

公
務
で
久
し
ぶ
り
に
上
京
し
た
が
、
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
る
人
間
の
多
い

こ
と
に
驚
き
い
っ
た
。
軽
薄
浮
薄
な
女
子
の
姿
は
何
事
か
と
思
う
。
倅
に

連
れ
ら
れ
て
入
っ
た
喫
茶
店
で
は
、
同
年
代
の
者
が
、
銃
を
手
に
戦
っ
て

い
る
と
い
う
の
に
、
頭
を
ト
ン
ボ
の
よ
う
に
テ
カ
テ
カ
さ
せ
て
、
平
然
と

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
る
様
に
は
腹
が
た
っ
た
。
決
戦
下
の
首
都
東
京
が

こ
ん
な
こ
と
で
は
困
っ
た
も
の
あ
る
。
七
〇
〇
万
都
民
の
猛
省
を
望
む
。

�

（
静
岡
県
、
男
性
）

「
高
級
飲
食
店
の
絶
滅
」（
昭
和
十
八
年
一
月
二
十
日
）

こ
の
戦
時
下
に
、
高
級
飲
食
店
、
料
理
店
が
営
業
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
店
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
人
で
あ
ろ
う
と
思
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う
。
早
い
話
、
私
ど
も
、
女
、
子
ど
も
に
は
縁
の
な
い
所
だ
。
こ
の
よ
う

な
店
は
転
業
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
だ
け
の
物
資
を
一
般
の
飲
食
店
や

家
庭
に
回
し
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
ん
な
に
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
東
京
都
、
女
性
）

「
米
英
の
呼
称
」（
昭
和
十
八
年
三
月
十
日
）

「
米　

窮
迫
す
」
と
あ
る
同
じ
紙
面
に
、「
米
を
大
切
に
」
と
あ
り
、
ま

こ
と
に
煩
わ
し
い
限
り
で
あ
る
。
昔
は
知
ら
ず
、
彼
ら
を
敵
と
し
戦
っ
て

い
る
今
日
。
彼
ら
を
遇
す
る
に
美
称
を
も
っ
て
す
る
必
要
が
ど
こ
に
あ
ろ

う
。
些
事
で
は
あ
る
が
、
い
ま
だ
敵
を
憎
む
の
に
徹
し
て
い
な
い
表
れ
で

な
い
か
。�

（
東
京
都
、
男
性
）

「
我
が
方
の
損
害
」（
昭
和
十
八
年
三
月
二
十
四
日
）

開
戦
以
来
、
皇
軍
戦
士
の
勇
勝
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
大
本
営
発
表
の
戦
果
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
損
害
の
扱
い
が
戦
果
に

比
べ
て
活
字
が
小
さ
い
の
が
気
に
な
る
。
戦
果
と
同
様
に
扱
い
「
こ
の
犠

牲
を
忘
れ
る
な
、
こ
の
恨
み
を
米
英
に
た
た
き
つ
け
ろ
」
の
弁
を
も
っ
て
、

敵
愾
心
の
徹
底
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。�

（
高
知
県
、
男
性
）

「
酒
を
六
時
か
ら
に
」（
昭
和
十
八
年
四
月
二
十
一
日
）

酒
の
販
売
は
五
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、
時
間
前
に
行
っ
て
並
ば
な

い
と
具
合
よ
く
飲
め
な
い
。
決
戦
下
の
今
日
、
ま
だ
日
も
暮
れ
ぬ
内
か
ら
、

大
の
大
人
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
様
は
褒
め
た
も
の
で
な
い
。
そ
こ
で

酒
の
販
売
は
六
時
か
ら
に
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
勤
め

人
は
時
間
ま
で
十
分
働
い
て
飲
め
る
し
、
明
る
い
内
か
ら
行
列
を
作
る
こ

と
も
な
い
。�

（
大
阪
府
、
男
性
）

二
、『
家
の
光
』
の
紹
介

『
家
の
光
』
は
実
に
多
様
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

中
で
、
比
較
的
、
現

代
人
の
関
心
に
通
じ

る
内
容
の
多
い
昭
和

十
二
年
三
月
号
を
、

パ
ラ
パ
ラ
と
ペ
ー
ジ

を
め
く
り
、
読
み
飛

ば
し
す
る
感
じ
で
紹

介
す
る
。

【
表
紙
】

毎
号
、
若
い
婦
人

の
着
色
絵
が
表
紙
を

飾
る
。
一
見
、
婦
人

雑
誌
の
よ
う
だ
（
写

真
２
）。

「
大
陸
へ
移
動

す
る
花
嫁
」

満
州
の
開
拓
村
に

嫁
ぐ
た
め
、
夫
に
な

る
人
の
写
真
を
胸
に

出
港
す
る
花
嫁
た

ち
。「
望
み
に
燃
え
る

花
嫁
の
元
気
な
笑
顔
」
と
あ
る
が
さ
ぞ
や
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
（
写
真
３
）。

「
皇
室
の
御
栄
え
」

現
代
の
雑
誌
に
も
あ
る
よ
う
な
皇
室
ア
ル
バ
ム
。
右
上
が
現
上
皇
陛
下
、 写真３　大陸へ移動する花嫁

写
真
２　

表
紙
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左
上
は
昭
和
天
皇
の
長

子
、
輝
宮
成
子
殿
下

（
写
真
４
）。

「
名
士
と
そ
の
母
」

戦
前
は
皇
后
の
誕
生

日
（
三
月
六
日
）
が
母

の
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
記
念
し
て
、
西
條

八
十
、
東
海
林
太
郎
な

ど
が
母
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
。
西
條
は
母
を

詩
人
と
評
し
て
い
る

（
写
真
５
）。

「
漫
画
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

一
コ
マ
漫
画
、
四
コ
マ
漫
画
。
公
募
し
た
案
を
ベ
ー
ス
に
絵
を
作
家
が

描
い
て
い
る
（
写
真
６
）。

「
満
州
移

民
村
訪

問
記
」

開
拓
農
家

を
訪
ね
開
拓

生
活
を
レ

ポ
ー
ト
。
寒
さ

対
策
、
匪ひ

賊ぞ
く

対
策
の
様
子

の
ほ
か
、
土
木

や
建
築
、
味

噌
醤
油
の
製

造
、
家
畜
飼

育
な
ど
を
共

同
で
行
っ
て

い
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る

（
写
真
７
）。

「
こ
の
母
ぞ
日
本
の
宝
」

厳
し
い
母
の
教
え
に
習
い
修
養
し
た
歴
史
上
の
人
物
を
紹
介
。
頼
山
陽
、

渡
辺
崋
山
な
ど
（
写
真
８
）。

「
各
方
面
の
試
験
官
の
座
談
会
」

当
時
、
話
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
自
家
用
運
転
免
許
、
産
婆
試
験
、

飛
行
操
縦
試
験
、
放
送
局
試
験
、
な
ど
に
つ
い
て
、
試
験
官
が
試
験
方
法

や
裏
話
を
興
味
深
く
紹
介
（
写
真
９
）。

写真４　皇室の御栄え

写真６　漫画オリンピック

写真５　名士とその母

写真７　満州移民村訪問記
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映
画
物
語
「
女
人
哀
愁
」

そ
の
年
に
上
映
さ
れ
た
映
画
を
も
と
に
し
た
短
編
小
説
。
好
き
だ
っ
た

従
弟
の
男
性
を
諦
め
て
、
親
の
す
す
め
で
結
婚
し
た
女
性
が
小
姑
の
い
じ

め
に
耐
え
ら
れ
ず
、
婚
家
を
出
て
自
活
す
る
話
で
あ
る
（
写
真
10
）。

お
わ
り
に

祖
父
は
私
が
生
ま
れ
る
前
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
本
が
あ
る
理

由
を
直
接
に
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
新
聞
を
読
む
の
を
日
課
と
し
て
、
近
所

の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
行
き
、
読
み
聞
か

せ
る
の
が
好
き
で
、
活
字

に
は
抵
抗
が
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
ま
た
、
農
業
の
傍

ら
化
粧
品
な
ど
の
小
間
物

を
自
転
車
に
載
せ
、
近
郊

の
農
家
に
日
帰
り
で
売
り

歩
く
行
商

を
営
ん
で

お
り
、
訪

問
先
で
の

話
題
づ
く

り
に
読
ん

で
い
た
の

で
な
い
か

と
思
う
。

戦
後
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
、
戦
前
と
言
え
ば
、
終
戦
の
昭
和
二
十
年

を
境
に
、
隔
絶
さ
れ
た
遠
い
昔
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
市
民

生
活
の
上
で
は
、
戦
前
か
ら
の
連
続
し
た
日
常
の
上
に
今
日
が
あ
る
こ
と

に
、
こ
れ
ら
の
本
を
読
ん
で
気
づ
か
さ
れ
た
。

戦
時
体
制
と
平
和
な
戦
後
の
違
い
は
あ
る
が
、
今
日
と
似
た
感
覚
で
生

活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本
で
あ
る
。
自
宅
の
納
屋
に
あ

り
、
祖
父
が
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
自
分
の
身
近
に
戦
前
を
感
じ
る
機

会
と
な
っ
た
。

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
は
、
深
江

地
区
お
よ
び
周
辺
の
阪
神
間
の
地
域
史
の

研
究
と
情
報
発
信
を
目
的
に
さ
れ
て
お
り
、

少
し
異
例
か
と
思
う
が
、
戦
前
の
国
民
生

活
の
一
端
を
知
る
史
料
と
し
て
お
役
立
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

写真 10　女人哀愁

写真８　この母ぞ日本の宝

写真９　各方面の試験官の座談会


